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当院 NICU で経験した trisomy １８ に関する検討
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　要旨：２０００年から２００９年に当院 NICU で経験した trisomy １８ の１４症例について後方視的に検討した．

8
　
 例（５７.１％）が出生前診断されており， 4

　
 例（２８.６％）が出生時の蘇生で気管挿管を要した．全例が不

当軽量児で先天性心疾患を合併したが，心臓外科手術を施行された例はなかった．消化器外科疾患の合併

は５例（３５.７％）であり，このうち１例のみで根治術が施行された．NICU 入院中に１０例（７１.４％）が死

亡しており，死亡日齢は０～５０４（中央値：１５６.５）であった． 1
　
 年以上の生存率は３５.７％であり， 3

　
 例

（２１.４％）が在宅医療へ移行できた．今回の検討から，trisomy １８ であっても在宅医療の選択の余地がある

ことが示唆された．今後，当院での trisomy １８ の管理方針として，児の病態と家族背景を熟慮し，可能な

限り在宅医療を目指していく予定である．
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